
























































































































































































　続いて、平成 14 年 6 月に作成された「幼稚園教員の資質向上について―自
ら学ぶ幼稚園教員のために」（以下、「資質向上」と略称）を取り上げる。同報
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7 平成 27 年 3 月に作成された「教員の養成・採用・研修及び免許制度に関す
る基礎資料」は、平成 27 年 3 月 31 日に開催された中央教育審議会初等中等

























































成果と課題」『教職センター年報』2013 年創刊号、2013 年、51-57 頁。
・栗原ひとみ「幼稚園教育実習Ⅰにおける観察実習の意義―実習前後アンケー
トから探る―」『植草学園大学研究紀要』第 6 巻、2014 年、69-78 頁。
78
・大條あこ「幼稚園教育実習における指導と学生の学び―開始から 6 年目を迎
えて―」『桜美林論考 心理・教育学研究』、2016 年、45-57 頁。
10 なお、本稿で取り上げた教育実習事前指導の取り組み内容に関しては、あく
までも、論文の文面として示されたものを掲載することとした。そのため、
表 3 に掲載された取り組み内容は、実際に養成校において実施されているも
のを網羅的に示したものというよりも、各養成校において重点的に実施され
ているものを示したものであることに留意されたい。
11 学生による自身の幼稚園教員としての適性把握については、養成校入学の段
階において行われていることは確かである。ただし、３つのポリシー（とり
わけアドミッション・ポリシーの明確化）策定による、養成校と志願者の
マッチング向上を補完する点においても、入学後の適性把握に求められる働
きは大きいことと推察される。
12 そのような点において、教育実習に関する学生アンケートは、実習開始前と
開始後の双方において行われることが必要であるといえる。その際、当該養
成校における教育実習指導を長期的視野で考察できるとともに、他の養成校
からも示唆を得ることができるよう、学生が指導前及び教育実習前の段階で
いかなる自己認識を有しているか、個々の学生の認識は実習後どのように変
化するか、あるいはその認識の変化はいかなる要因によって生じたか等につ
いて把握することができるアンケートが実施されることが望ましい。さらに
いうならば、可能であれば、当該研究の成果が引き続いて採用されるべく、
学生の類型化の可能性についても検討されることが必要であるといえる。
